

































































































されている。Martin, Puhlik-Doris, Larsen, 
















































































































































































































































































































































を示し（r =.204, p <.01）、「他者受容」と
「ENDCOREs合計」とも有意傾向だが弱
い正の相関関係にあった（r =.128, p <.10, 
r =.142, p <.10）。他方、「否定・拒否反応」
は「表現力」と「自己主張」と弱い正の相










モ ア 」：r =.358, p <.001, 「 遊 戯 的 ユ ー モ
ア」：r =.321, p <.001, 「支援的ユーモア」：
r =.379, p <.001, 「 ユ ー モ ア 態 度 合 計 」：















































































応」を行い（t =2.342, df =176, p <.05）、女
性の方が男性よりも「曖昧反応」を行って
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